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ワーを算出した。パフォーマンスの評価として、timed up and go test および chair-rise test におけ
る所要時間を計測した。ピアソンの相関係数により各評価指標間の相関関係の強さを求め、重回帰分
析により timed up and go test および chair-rise test に影響する因子を検索した。その結果、20歳以
降では、年齢と握力、等尺性膝関節伸展筋力、下肢筋力、筋パワーとの間に有意な負の相関関係を、
timed up and go test、chair-rise test との間に有意な正の相関関係を認めた。相関関係が最も強い年
齢と筋パワーとの相関係数は、男性 r ＝−0.82、女性 r ＝−0.84であった。また timed up and go test
には筋パワーと等尺性膝関節伸展筋力とが、chair-rise test には筋パワーと等尺性膝関節伸展筋力の





の割合を求め、Esslinger fitness index によりヨーロッパ人との比較を行った。各年代の筋パワー平
均値は、男性では20歳代が最も高く、70歳代では20歳代の53.5％であった。女性では10歳代が最も高
く、70歳代では20歳代の53.2％であった。課題 1 および課題 2 の結果から、筋パワーは年齢との相関






















る下肢筋力および筋パワーを算出した。パフォーマンス評価として、timed up and go test および
chair-rise test における所要時間を計測した。ピアソンの相関係数により各評価指標間の相関関係の
強さを求め、重回帰分析により timed up and go test および chair-rise test に影響する因子を検討し
た。
　課題 2 では、ジャンプ動作における筋パワーを算出し、10歳ごとに各年代の平均値を求め、また20















て初めてもたらされた結果である。また、⑤パフォーマンス、特に timed up and go test に筋パワー
の関与が大きいこと、⑥日本人の筋パワーは18歳以降ではヨーロッパ人と同様であることは、これま
でにない新しい知見である。
考察
　これらの結果は、筋機能の加齢変化の評価指標として、ジャンプ動作時の筋パワーが有効であるこ
と強く示唆するものである。また本研究によって示された筋パワーの年代別平均値を用いることで、
個人の筋機能のフィードバックが容易になる。同時に、運動機能の高い者を対象としたこの平均値
は、運動介入の際の目標値として利用することで運動介入を持続させるための動機付けが可能とな
る。これが健康で長生きするための身体活動量の維持に向けた介入の糸口として、また世界で最も高
い高齢化率を誇る日本における平均寿命と健康寿命のギャップを埋めるためのきっかけ作りとして、
筋パワーに注目した運動を利用できる可能性も十分に考えられる。今後はこの研究結果を基盤とし
て、転倒との関連や QOL との関係について研究を進め、健康で長生きすることに貢献することがで
きれば、高齢化率が最も高い日本のみならず、日本のあとを追う諸外国が受ける恩恵は非常に大きい
と言える。
まとめ
　本博士論文は、日本人における筋パワーの特徴、パフォーマンスとの関係や日本人における年代別
平均値について検討したものであり、予防医学的に意義がある。また、中高年者の健康増進やリハビ
リテーション医療における一つの科学的エビデンスとして、トレーニング方法の発展に役立つものと
考えられる。
　以上のように、優れた内容の研究であり、博士論文として合格と判定した。
